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拝
啓
、
小
山
田
与
清
殿 

 

近
ご
ろ
、
あ
な
た
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
小
山
田

の
地
を
訪
れ
る
人
が
大
層
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
訪
問
者
た
ち
の
目
的
は
、
東
京
と
い
う
大
都
会

の
は
ず
れ
の
静
か
な
山
間
に
湧
き
出
る
鶴
見
川
の

源
流
見
た
さ
で
、
残
念
な
こ
と
に
、
与
清
殿
を
慕
っ

て
訪
れ
て
来
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
現

代
人
に
と
っ
て
あ
な
た
の
成
し
た
国
学
の
偉
大
な

功
績
は
、
あ
ま
り
に
気
高
す
ぎ
て
理
解
に
及
ば
ず
、 

 

小
山
田

お

や

ま

だ

与と
も

清き
よ

（
一
七
八
三
・
天
明
三
年
～
一
八
四
七
・

弘
化
四
年
）
は
江
戸
期
の
国
学
者
で
あ
り
、
優
れ
た
考
証

家
、
索
引
作
成
者
で
も
あ
っ
た
。 

江
戸
中
期
、
与
清
は
小
山
田
村
（
現
・
町
田
市
上
小
山

田
）
の
名
主
・
田
中
忠
右
衛
門
の
次
男
寅
吉
と
し
て
誕
生

し
、
一
九
歳
で
江
戸
に
出
て
国
学
者
村
田
春
海

は

る

み

の
門
に
入

っ
た
。 

父
の
没
後
、
幕
府
通
船
方
を
務
め
る
高
田
家
の
養
子
と

な
っ
た
。
は
じ
め
高
田
庄
次
郎
与
清
、
の
ち
に
小
山
田
与

清
と
改
め
、
平
田
篤あ

つ

胤た
ね

、
伴ば

ん

信の
ぶ

友と
も

と
と
も
に
、
江
戸
の
三

大
家
と
称
さ
れ
る
国
学
者
と
な
っ
た
。 

 

小山田与清肖像  
（『小山田与清伝』紀淑雄  

裳華房 1897年刊より） 

 

 
 

町田の文学 
 

新着案内 

や
ゝ
も
す
る
と
お
名
前
す
ら
も
薄
れ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
現
実
を
、
な
す
術
も
な
く
見
て
い
る
と

い
う
現
状
に
あ
る
の
で
す
。 

淺
原
雄
吉
（
小
山
田
在
住
） 

 

寄 

稿 

 
 
 

 
◇
 

 
 
 
 
◇

 

と
も
き
よ 
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町
田
市
民
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い
の
が

こ
の
小
山
田
与
清
の
名
で
あ
る
。
以
下
、
補
足
の
た
め

に
与
清
の
経
歴
を
二
書
か
ら
引
用
し
て
お
こ
う
。 

「
漢
学
を
古
屋
昔せ

き

陽よ
う

に
、
国
学
を
村
田
春
海

は

る

み

に
学
ぶ
。

そ
の
学
は
古
今
和
漢
に
わ
た
り
、
考
証
学
を
得
意
と

し
た
。
…
の
ち
水
戸
斉
昭
の
命
に
よ
り
史
館
に
出
仕
、

ま
た
華
頂
宮

か
ち
ょ
う
の
み
や

尊そ
ん

超
親
王

ち
ょ
う
し
ん
の
う

の
た
め
講こ

う

筵え
ん

を
ひ
ら
き
、
そ

の
臣
下
に
も
加
え
ら
れ
た
」（
『
世
界
大
百
科
事
典
』
平

凡
社 

二
〇
〇
五
年
刊
） 

「
膨
大
な
蔵
書
を
駆
使
し
て
古
代
の
制
度
・
風
俗
の

考
証
に
努
め
る
。
化
政
期
読
書
人
サ
ー
ク
ル
の
中
心

人
物
の
一
人
。『
松
屋
筆
記
』
な
ど
の
多
数
の
著
書
が

あ
る
」（
『
広
辞
苑
』
第
六
版
） 

 

与
清
が
養
子
と
な
っ
た
高
田
家
の
土
蔵
「
擁
書
倉
」

に
は
三
万
冊
あ
ま
り
の
蔵
書
を
納
め
、
の
ち
に
二
万

冊
以
上
を
水
戸
斉
昭
公
の
彰
考
館
に
寄
贈
し
た
と
書

簡
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
蔵
書
か
ら
独
自

の
検
索
法
を
創
案
し
、
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
そ
の

数
は
『
国
書
総
目
録
』
で
確
認
で
き
る
も
の
で
三
百
一

点
に
上
り
、
こ
の
数
は
『
総
目
録
』
中
で
ず
ば
抜
け
た

数
字
で
あ
る
。 

与
清
の
著
書
は
現
在
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
大
学
の

両
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
静
嘉
堂
文
庫
、
町
田

市
玉
川
学
園
に
あ
る
無
窮
会
図
書
館
な
ど
に
収
ま
っ

て
い
る
。
加
え
て
言
え
ば
、
早
稲
田
大
学
の
初
代
学
長

高
田
早
苗
は
与
清
の
孫
に
あ
た
り
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
の
収
蔵
は
そ
の
所
以
と
伝
わ
る
。 

 

数
年
前
、
市
民
文
学
館
で
与
清
の
『
翻
刻 

筑
井
紀

行
』（
安
西
勝
／
校
訂
）
を
入
手
し
た
。
実
は
、
そ
の

書
に
接
す
る
ま
で
与
清
が
町
田
の
小
山
田
か
ら
出
た

人
で
あ
る
こ
と
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。
次
い
で
安

西
勝
氏
が
私
家
版
と
し
て
残
さ
れ
た
『
小
山
田
与
清

の
探
究
』
や
町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
小
山
田
与
清
年
譜
稿
』
に
も
接
し
、
以
来
与
清
へ
の

思
い
を
強
く
し
た
。 

 

安
西
氏
の
書
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
与
清
著
作
の
い

く
つ
か
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
字
化
さ
れ
、

平
成
に
な
っ
て
新
装
版
と
な
っ
た
『
日
本
随
筆
大
成
』

に
四
編
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
目
を

通
し
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
著
者
与
清
に
つ
い
て
は
な

に
も
知
ら
な
か
っ
た
。
迂
闊
に
も
、
内
容
に
の
み
心
を

と
ら
わ
れ
、
著
者
へ
の
関
心
を
怠
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

が
、
そ
れ
以
前
に
国
学
へ
の
意
識
を
欠
い
て
い
た
こ

と
は
否
め
な
い
。
少
し
言
い
訳
め
く
が
、
こ
れ
は
私
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
日
、
国
学
や
倭
学

に
対
し
世
間
が
着
目
し
て
い
る
と
い
う
情
報
は
ほ
と

ん
ど
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
の
も
事
実
だ
。 

そ
こ
で
考
え
れ
ば
、
い
ま
与
清
の
名
が
薄
れ
て
し

ま
っ
た
の
は
二
つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、 

急
速
に
進
ん
だ
情
報
化
の
影
響
が
、
国
学
・
倭
学
と
い

っ
た
古
く
難
解
な
学
問
へ
の
関
心
を
薄
れ
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
は
、
郷
土
人
の
郷

土
意
識
離
れ
が
あ
る
。
町
田
は
す
で
に
都
会
化
が
進

み
、
そ
れ
に
つ
れ
て
土
着
の
郷
土
感
情
が
住
民
の
中

に
薄
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
だ
。 

 

相
模
原
市
緑
区
津
久
井
ご
出
身
の
安
西
勝
氏
は
、

晩
年
を
与
清
探
究
に
情
熱
を
注
ぎ
、
五
冊
に
わ
た
る

私
家
版
研
究
書
と
年
譜
を
残
さ
れ
た
。
こ
の
大
変
な

探
究
と
ご
労
苦
を
動
機
付
け
た
の
は
一
に
も
二
に
も

氏
の
与
清
に
対
す
る
情
熱
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
余
地

は
な
い
が
、
そ
の
根
底
に
は
「
筑
井
」
す
な
わ
ち
郷
土

「
津
久
井
」
へ
の
思
い
の
強
さ
が
見
て
と
れ
る
。
氏
の

心
意
気
は
私
た
ち
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。 

 

お
よ
そ
学
問
は
、
過
去
の
言
語
・
事
象
を
解
析
し
、

そ
れ
を
未
来
に
明
り
と
し
て
照
ら
す
よ
う
な
も
の
と

思
う
が
、
与
清
の
著
し
た
も
の
は
活
字
化
さ
れ
て
い

る
も
の
も
限
ら
れ
、
す
べ
て
を
知
る
の
は
ま
だ
ま
だ

先
に
な
ろ
う
。
与
清
が
未
来
に
示
そ
う
と
し
た
も
の

を
解
き
明
か
す
に
は
、
そ
れ
こ
そ
情
熱
が
必
要
な
こ 

 

 

  
 

与
清
に
つ
い
て
学
ぶ
会
を 
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と
は
勿
論
だ
が
、
そ
れ
を
探
索
し
て
い
く
こ
と
は
今

後
の
私
た
ち
郷
土
人
に
課
せ
ら
れ
た
宿
題
な
の
だ
ろ

う
。 最

後
に
私
か
ら
の
提
案
だ
が
、
い
ま
改
め
て
小
山

田
与
清
に
つ
い
て
学
び
、
郷
土
の
偉
人
と
し
て
彼
の

功
績
を
顕
彰
す
る
場
を
、
町
田
市
民
文
学
館
の
ご
協

力
の
も
と
で
始
め
る
の
は
如
何
だ
ろ
う
か
。 

 

●
執
筆
者
紹
介 

 

淺
原
雄
吉
（
あ
さ
は
ら 

ゆ
う
き
ち
） 

一
九
四
一
年
生
ま
れ
。「
五
十
嵐
濱
藻
・
梅
夫
研
究

会
」
の
一
員
と
し
て
町
田
市
民
文
学
館
の
市
民
研
究

員
制
度
に
よ
る
古
俳
書
研
究
（
二
〇
一
二
～
一
七
年

度
）
を
進
め
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
翻
刻 

八
重
山

吹
』『
翻
刻 

草
神
楽
』『
五
十
嵐
祇
室
・
梅
夫
・
浜

藻
来
簡
集
』
を
刊
行
。
二
〇
一
六
年
に
は
研
究
発
表

会
（「
五
十
嵐
梅
夫
・
浜
藻
の
旅
と
俳
諧
」）
も
行
っ

た
。
町
田
市
在
住
。 

『小山田与清の探究』１～５ 

  安西勝／著 私家版  

1990～99年刊 

 

小
山
田
与
清
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、

次
の
も
の
は
文
学
館
、
町
田
市
立
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
小
山
田
与
清 

全
』
紀
淑
雄 

 

偉
人
史
叢
第
十
八
巻 

裳
華
房 

『
小
山
田
与
清
伝
』
紀
淑
雄 

 

（
巻
末
「
正
誤
表
」
付
）
裳
華
房 

『
小
山
田
与
清
年
譜
稿
』
安
西
勝
／
編 

町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社 

『
小
山
田
与
清
の
探
究
』
一
～
五 

安
西
勝 

私
家
版 

『
翻
刻 

筑
井
紀
行
』
安
西
勝
／
校
訂 

町
田
市
立
図
書
館 

「
町
田
地
方
史
研
究
」
第
五
号 

小
島
政
孝
／
編 

町
田
地
方
史
研
究
会 

「
小
山
田
与
清
と
「
群
書
捜
索
目
録
」」 

 

天
野
敬
太
郎
（「
土 

金
光
図
書
館
報
」

第
六
七
号
所
載
） 

そ
の
ほ
か
、『
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
』（
岡

村
敬
二 

講
談
社
）
な
ど
江
戸
の
文
人
た

ち
が
活
写
さ
れ
た
図
書
も
お
薦
め
で
す
。 

与清の生前刊行著作の一つである 

『相馬日記』（1819 文政２年刊） 

（町田市民文学館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山田与清を知るための参考文献 

小
山
田
村
に
生
ま
れ
る 

 

町田市民文学館市民研究員制度について 

 町田市民文学館では、市民の自主的な文学活動を支援する 

ため、「市民研究員制度」を設けています。 

 この制度は「活動の成果がより多くの市民に還元されること」

を前提とし、一定の条件のもとに申請していただき、制度の目的

にふさわしい研究テーマに対して、文学館として活動場所や資料

提供などのサポートをさせていただく市民協働事業です。 

 これまで「五十嵐濱藻・梅夫研究会」「児童文学研究会」など

がその成果を冊子にまとめています。 

 詳しい制度要項、申請書などについてのお問い合わせは文学館

まで。 
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人
の
た
め
に
何
か
し
た
い

と
思
う
が
、
な
か
な
か
で
き
ず

に
い
た
著
者
は
執
筆
の
理
由

を
「
書
く
こ
と
が
好
き
な
私

は
、
本
に
し
て
人
に
読
ん
で
も

ら
お
う
。
そ
し
て
、
も
し
収
入

で
も
あ
っ
た
ら
、
人
の
た
め
に

使
い
た
い
と
思
っ
た
」（「
あ
と

が
き
」
よ
り
）
と
記
す
。
庭
の

片
隅
に
生
き
る
カ
マ
キ
リ
へ

の
眼
差
し
な
ど
、
濃
や
か
な
感

性
で
、
ご
く
身
近
な
も
の
た
ち

を
温
か
く
描
い
た
エ
ッ
セ
イ
。 

 

寄贈いただいた町田在住の方の著書を中心に紹介しています。 

裏表紙に描かれた自画像 

 

 
三
橋
國
民
氏
の
自
選
三
一
句

集
。「
長
嶋
が
居
て 

小
さ
く 

ち

っ
ち
ゃ
く 

受
章
せ
り
」
名
誉
都

民
は
長
嶋
茂
雄
氏
、
山
田
洋
次
氏

と
の
同
時
受
章
だ
っ
た
こ
と
を
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
詠
ん
だ
掲
句
を
は
じ

め
、
晩
年
の
句
、
凄
惨
な
戦
争
体

験
か
ら
生
ま
れ
た
句
な
ど
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。 

 

部
隊
の
た
っ
た
二
名
の
生
き
残

り
と
し
て
、
後
半
生
を
「
鎮
魂
」

と
「
平
和
へ
の
祈
り
」
に
生
き
た

人
の
、
深
い
生
を
感
じ
さ
せ
る
句

集
で
あ
る
。 

『三橋國民自選句集 二八年刊 閑庭に風在り』 

二六年度名誉都民 名誉市民受章記念 

三橋國民／著 2016深秋 三橋國民 

1920 年町田生まれ。

44 年召集され西ニ

ューギニアへ。帰還

後は造形美術家とし

て作品を発表し、

数々の賞を受賞。

2014 年町田市名誉

市民、東京都名誉都

民の称号を受章す

る。18 年２月没。 

 

 

新 刊 紹 介 

『楽しい日になあれ』 

村田忠子／著 文芸社 2018.3  

村田忠子 

1940 年東京生まれ。

「趣味は、我が家の

庭造り、レース編み。

動物、野鳥、植物など

自然との付き合いを

大切にしている」（著

者略歴より）。町田市

在住。 

 
【主な寄贈雑誌】 

文芸誌：「相模文芸」「文芸多摩」「ベルク（山の文芸誌）」「三田文学」 

詩  誌：「璞（あらたま）」「構図」 

短歌誌：「青垣」「歌と観照」「開耶（さくや）」 

「日本歌人クラブ 風」「玉ゆら」「はなさい」 

俳句誌：「青芝」「阿夫利嶺（あふりね）」「谺（こだま）」 

「山暦(さんれき)」「都市」「風土」「波」「俳句界」 

「蒼茫（そうぼう）」「八千草」 

その他：「多摩のあゆみ」「隣人」 
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『鬼灯や真っ赤な嘘をつき通す』 

紅谷水哉子／著 2018.7 

『八十路朗人の老いの楽しみ』 

井澤滋治／著  

湘南社 2018.10 

 

 

散
文
、
詩
文
、
川
柳
、
短
歌
、

創
作
歌
詞
、
随
想
な
ど
、
幅
広

い
分
野
の
作
品
を
網
羅
し
た
手

の
ひ
ら
に
乗
る
可
愛
ら
し
い
一

冊
。
喜
寿
、
傘
寿
の
記
念
に
本

を
出
版
し
て
き
た
著
者
が
米
寿

を
前
に
前
倒
し
で
本
書
を
刊
行

し
た
。
ま
さ
に
「
老
い
の
楽
し

み
」
が
つ
ま
っ
た
本
で
あ
る
。 

寄贈いただいた町田在住の方の著書を中心に紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た
句
に

は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
美
人
薄
命
と
は
何
歳
を
言
う
の

か
と
始
ま
り
、
「
常
々
夫
に
美
人
妻

を
持
っ
た
ゆ
え
、
一
人
に
な
る
確
率

が
た
か
い(

中
略)
と
言
っ
て
き
た
」

が
、
傘
寿
を
迎
え
「
後
釜
も
用
意
し

て
い
る
の
に
」
と
夫
か
ら
文
句
が
出

た
。「
何
事
に
も
例
外
と
手
遅
れ
」
は

あ
る
と
う
そ
ぶ
き
つ
つ
「
私
の
好
き

な
作
家
が
主
人
公
に
『
ば
れ
な
い
嘘

は
真
実
だ
』
と
言
わ
せ
て
い
る
。
と

て
も
気
に
入
っ
て
い
る
」
。 

 

シ
ニ
カ
ル
と
情
熱
と
斬
新
、
も
っ

と
も
っ
と
読
み
た
い
と
思
わ
せ
る

句
集
で
あ
る
。 

紅谷水哉子 

1967 年「風土」

（石川桂郎主

宰）入会を皮切

りに「桐」、「さざ

なみ」「花暦」な

どの結社を経

て、現在「天為 

町田支部」同人。 

句暦は 30 年近

くとなり、傘寿

を迎え本書を出

版。町田市在住。 

新 刊 紹 介 

井澤滋治 

1932 年長崎生まれ。「ハ

ートとユーモアで独自

の文学的世界を構築し

人々を魅了」（著者略歴

より）。これまで『素敵な

朗人をめざして』（2009

年）『朗人のつぶやき』

（2012 年）を刊行。町田

市在住。 

展覧会開催中 
2018年１２月２４日(月・振休)まで 

10：00～17：00   

休館日：毎週月曜日と第２木曜日（12/24は開館） 
観覧料：一般 400 円 65 歳以上・大学生 200 円 

    （高校生以下無料） 

無料観覧日： 11/3(土・祝) 12/24(月・振休) 

みつはしちかこ展 
―恋と、まんがと、青春と― 
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『悲劇的肉体』 

ジュール・シュペルヴィエル／著  

嶋岡晨／訳  

洪水企画 2018.7 

『名もなき王国』 

倉数茂／著 

ポプラ社 2018.8 

『人さらい』 

翔田寛／著  

小学館 2018.9 

『愛なき世界』 

三浦しをん／著 

中央公論新社 2018.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ことばらんど春・夏・秋・冬 町田市民文学館年報 2017」 

2018.8  

新 刊 紹 介 
 

町
田
市
民
文
学
館
の
二
〇
一
七
年
度

事
業
報
告
で
す
。 

本
を
め
ぐ
る
四
回
の
展
覧
会
、
講
演

会
、
乳
幼
児
向
け
集
会
事
業
、
小
中
学

校
へ
の
出
張
授
業
、
市
民
研
究
会
「
五

十
嵐
浜
藻
・
梅
夫
研
究
会
」
の
成
果
で

あ
る
『
五
十
嵐
祇
室
・
梅
夫
・
浜
藻
来

簡
集
』
の
翻
刻
刊
行
、
図
書
、
雑
誌
、

原
稿
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
収
集
事
業

な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。 

多
彩
な
当
館
の
事
業
に
つ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
け
る
資
料
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。
文
学
館
閲
覧
室
は
じ
め
町

田
市
内
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

 
町田ゆかりの作家 新着本から 
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條
誠
、
八
木
義
德
を
は
じ
め
と
す
る
錚
々

た
る
作
家
た
ち
が
参
集
し
、
野
口
、
八
木
、

吉
行
淳
之
介
ら
が
交
代
で
編
集
長
を
務
め

ま
し
た
。 

 

執
筆
陣
は
当
時
の
大
家
、
川
端
康
成
、

武
者
小
路
実
篤
か
ら
井
上
靖
、
大
江
健
三

郎
、
遠
藤
周
作
（
当
時
町
田
市
在
住
）
な

ど
の
人
気
作
家
、
さ
ら
に
は
中
上
健
次
、

立
松
和
平
な
ど
の
新
人
ま
で
、
多
彩
な
顔

ぶ
れ
で
し
た
。 

ま
た
当
時
め
ず
ら
し
か
っ
た
作
家
同
士

の
対
談
、
例
え
ば
「
谷
崎
潤
一
郎×

円
地
文

子
」（
一
九
六
一
年
一
〇
月
号
）
な
ど
も
人

気
の
コ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。 

 
町
田
ゆ
か
り
の
作
家
で
あ
る
八
木
義
德

も
七
〇
年
四
月
号
か
ら
七
一
年
五
月
号
、 

「風景」創刊号 

1960年 10月号 

「風景」川端康成氏追悼 

1972年 6月号 

「風景」舟橋聖一・追悼 

 第 187終刊号 

1976年 4月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書庫の貴重図書から 

文芸誌「風景」

 

 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
か
ら
七
六

年
ま
で
一
八
七
巻
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ

た
文
芸
誌
「
風
景
」
全
巻
が
館
内
閲
覧
の

貴
重
雑
誌
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

「
風
景
」
は
、
割
引
販
売
の
で
き
な
い
書

店
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
顧
客
に
無
料
で

配
布
さ
れ
た
雑
誌
で
し
た
。
考
案
し
た
の

は
、
紀
伊
国
屋
書
店
社
長
に
し
て
、
東
京

の
有
力
書
店
主
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た

悠
々
会
会
長
の
田
辺
茂
一
、
編
集
を
担
当

し
た
の
は
、
当
時
大
流
行
作
家
だ
っ
た
舟

橋
聖
一
を
中
心
と
す
る
作
家
が
結
成
し
た

「
キ
ア
ラ
の
会
」
で
し
た
。 

「
キ
ア
ラ
の
会
」
に
は
、
野
口
冨
士
男
、

三
島
由
紀
夫
、
豊
田
三
郎
、
船
山
馨
、
北 

七
五
年
一
月
号
か
ら
一
二
月
号
ま
で
の
二 

回
編
集
長
を
務
め
ま
し
た
。 

八
木
は
そ
の
頃
の
思
い
出
を
新
宿
歴
史

博
物
館
特
別
展
図
録
「
田
辺
茂
一
と
新
宿

文
化
の
担
い
手
た
ち
」（
九
五
年
）
の
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
て
い
ま
す
。
当
時

す
で
に
多
く
の
関
係
者
が
物
故
者
と
な

り
、「
風
景
」
の
時
代
を
語
れ
る
た
だ
一
人

の
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
風
景
」
は
、
舟
橋
の
死
を
も
っ
て
七
六

年
に
終
刊
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
文
学
の

一
時
代
を
画
す
る
雑
誌
と
し
て
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。 

 

館
内
閲
覧
と
な
り
ま
す
が
、
初
冬
の
一

日
、
昭
和
に
さ
か
の
ぼ
る
文
学
の
旅
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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Twitter@machida_kotoba 

町田市民文学館では、2006年の開館以降、町田ゆかりの作家の自筆原稿や旧蔵品、

絵本の原画などをはじめ様々な文学資料を収集してきました。その収蔵品の中から、

市民の皆様にぜひご覧いただきたい“お宝”をサロンにて順次公開しています。 

 

 

2018年度お宝紹介スケジュール（予定） 
 

展示中～12/28 文豪たちの自筆原稿～「産経新聞」掲載記事から 

 

2019/1/4～3/17 街頭紙芝居 

 

ことばらんど お宝紹介 
 

文豪たちの 

自筆原稿 

 
ミ
ニ
展
示
シ
リ
ー
ズ
第
四
弾
は
、
市
民
の

方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
文
豪
た
ち
の

自
筆
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
全
て
、「
産
経
新
聞
」
に
掲
載
さ

れ
た
記
事
の
原
稿
で
す
。
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ

た
方
は
、
産
業
経
済
新
聞
社
で
校
閲
の
お
仕

事
を
な
さ
っ
て
い
た
関
係
で
こ
れ
ら
の
資

料
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
貴

重
な
資
料
か
ら
、
作
家
た
ち
の
息
遣
い
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

◆
展
示
日
程
◆ 

10
月
23
日
～
11
月
7
日 

 

遠
藤
周
作 

三
島
由
紀
夫 

11
月
9
日
～
11
月
25
日 

 

壺
井
栄 

幸
田
文 

田
中
澄
江 

11
月
27
日
～
12
月
12
日 

 

五
味
康
祐 
丹
羽
文
雄 

 

山
手
樹
一
郎 

12
月
14
日
～
12
月
28
日 

 

井
上
友
一
郎 

串
田
孫
一 
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